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第２章 教育活動 

２．１学校の目的 

〔現状〕 

本校の目的は、母体である学校法人金沢工業大学が目指す工学アカデミア実現の一翼を担い、

学園が定める理念、信条、ビジョンを金沢工業大学と共有することと、学園が発行するイーグ

ルブック（資料２－１―①－１）に明示され定められています。その上で本校の実践目標を「21

世紀を担う、心豊かで、創造性にあふれたエンジニアの育成」と学則（資料２－１－①－２）

に定め、具体的活動方針を明らかにしています。本校の実践目標は、本校の学則及び高等専門

学校を中堅技術者の育成を目指すものとした、高等専門学校制度の趣旨に合致しています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
各学科の教育目的についても、学則（資料１－１－①－３）において明示されていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 

 

（資料２－１－①－２） 

「学則 第１章 目的および使命」  

        

                   （出典 学生便覧「１００９」Ｐ．２６） 

（資料２－１－①－１） 

「本校の実践目標」 
 「21世紀を担う、心豊かで、創造性にあふれたエンジニアの育成」を教育の実践目標とし、５か
年間にわたる教育課程や課外における次の５つの活動を通じて、その実現を目指すものです。 
1)「人間力」の養成こそが教育の根本目標です。あらゆる教育機会を通じて“KIT-IDEALS”に基
づく自己実現の意欲を持つべく、励ますと共に、「ハンズオン教育」「穴水湾自然学苑教育」のさ
らなる向上を図り、人間力を基礎とする創造性の涵養を目指します。 

2)21世紀が情報化、国際化が一層進展していく時代であると考え、本校の特色とも言える「情報教
育」「英語教育」「国際交流」のさらなる向上を図り、あらゆる人とコミュニケーションできる素
養の養成を目指します。 

3)エンジニアとして必要な知識や技能に係る専門教育においては、「わかりやすい授業の実践」を
重要課題と位置付け、また専門分野における資格取得等の具体的目標の設定により、学生の学習
意欲を触発し、自主的、主体的学習態度の育成を目指します。 

4)地域産業界との連携を推進し、インターンシップを軸とする学生が参加できる教育・研究活動の
構築を目指します。 

5)学生との共同と共創による教育・研究活動の推進に注力し、学生の創造性を喚起する卒業研究の
充実向上を目指します。 

 これらはいずれも学園が定める理念や信条、さらにはビジョンに基づいた日々の活動を通じた努
力によって初めて成し遂げられるものです。 
 学園の理念は、私たちに高い志を持つことを求めています。 
 学園の信条は、私たちに価値の共有を求めています。 
 学園のビジョンは、私たちに「教育」「研究」「サービス」の卓越性の追究を求めています。 
 こうした学園の一翼を担う本校は、高い志の中で教育実践の目標を定め、本校の学生、教職員の
一致した努力のもと、その取り組みを行わんとするものです。 

（出典 「イーグルブック（工学アカデミアの実現をめざして）」P.7 ）
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 また、各学科の教育目的は「学則」（資料２－１－①－３）に明示してあります。

 

〔評価〕 

本校の使命、目的、実践目標は学校教育法の定めに外れるものではなく、これらは「イーグル

ブック」及び「学則」(資料２－１－①－２)に、また、本校の各学科の実践的技術者の養成目標が、

「学則」（資料２－１－①－３）に明確に定められています。 

〔改善点〕 

 有りません。 

 

２．２目的の周知（その１：学校の構成員（教職員及び学生）への周知） 

〔現状〕 

本校の目的やビジョン等はイーグルブックにまとめられています。イーグルブックは、JQA21

プロジェクトによって全教職員に配付され学園の価値共有が図られています。同時に本校が発行

する学生便覧に教育の実践目標が明示され、全学生に配付され（資料２－２－①－１）、学園の信

条はポスターにして校内に掲示しています。また、校長は教員会議や校長講話及び学生集会等の

場を活用し、目的やその具体化施策について解説し周知を図っています。 

［評価］ 

本校の目的やビジョンに沿ったその年の活動方針は、本校、大学、学園の全教職員が集まる年 

頭の場において、校長より説明され、これらは学園教育会誌「旦月会」（資料２－２－①－２）に

よって改めて全教職員に周知されます。また、これらは学内向け本校ホームページ

（http://www.kanazawa-tc.ac.jp/）において公開されることで、学生の参照も可能としています。   

全学生に配付される学生便覧や、在学生を対象とした本校ホームページには、教育目標やビジ

ョンを学生の視点にそった、校長からのメッセージとして掲載されています。なお、これら校長

が説明した活動方針等は、「校長講話集」としてファイルされ、教職員の閲覧に供されています（資

料２－２－①－３）。以上の点から、学生並びに教職員において、本校の教育目標やビジョンが周

知されていると認識しています。 

〔改善点〕 

有りません。

（資料２－１－①－３） 

「学則」 第３章 組織及び定員」 

 

                   （出典 学生便覧「１００９」Ｐ．２６） 
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（資料２－２－①－１） 

「教育実践」 

 
 
                     （出典 学生便覧「１００９」Ｐ．８） 
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（資料２－２－①－２） 

「校長方針の明示」 
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（出展：「旦月会報（2010.1）」Ｐ．10）
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（資料２－２－①－３） 

「校長講話集」 
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（出典「校長講話集」（２１．３．２８））
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２．３目的の周知（その２：社会への公表） 

〔現状〕 

本校の目的や教育理念は、本校が発行する入学案内「金沢高専２０１０」（資料２―３－①－１）

に建学綱領及び教育実践目標を明示し、県下の中学校を中心に広く配布しています。同様に、ホ

ームページ（http://www.kanazawa-tc.ac.jp/）（資料２－３－①－２）、（資料２－３－①－３）に
て、本校の目的、特色や取り組みを広く社会に公表しています。合わせて、地域に対する次の活

動を通じて本校の目的や特色を理解いただく努力を行っています。 
・高専祭での学校紹介：年１回 

・小中学校への出前授業 年 20回程度 

・中学校における学校概要説明会及び学校説明 年 70回程度 （資料２－３－①－４） 

  ・近在中学校の校長に対する個別の高専現況対面説明 年各１回（合計 ６０校程度） 

・中学生への技術指導、招待試合（ハンドボールボール部、卓球部）：年１回 

・吹奏楽部の定期演奏会（中学校招待を含む９（年１回） 
・地域住民と協同で実施するボランティア活動（清掃活動）：年１回 

・本校の年間行事を記載した「CAMPUS  CALENDAR」の配布（4,000枚）：年１回 

・コミュニティー放送ＦＭ－Ｎ１番組に校長や教員が出演し、説明：年数回 

・公開シンポジウム：人材育成、ＣＬＥ２ 各１回 

・公開方式の教育研究成果発表会： 年 １回 

・入学案内や各種パンフレットを作成し関係先に配布 

・学生の活動を時機に応じ新聞発表（広告形式） 

企業に対しては、次の活動を通じて、本校の目的や特色を理解いただく努力を行っています。 
・県内外の企業年間約120社(インターンシップ訪問70社、企業訪問50社)への訪問 

・機械工業見本市「ＭＥＸ金沢」への出展：年１回 

  ・県企画のインターンシップ研究会を通じ、本校の目的や特色を理解いただく努力を行って

います。 
また、出版物への投稿、教育論文集への投稿（資料２－３－①－５）、（資料２－３－①－６） 

を通じて、本校の教育活動を理解いただく努力を行っています。（年１～２回） 

なお、シンポジウムや成果発表会（資料 2－３－①－７）などの専門的な活動を通じても、本
校の目的や特色を理解いただく努力を行っています。 
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（資料２－３－①－１） 

「入学案内 教育理念 教育実践」 

 
（出典 入学案内「Kamazawa Technical College」2009, 教育実践目標 P.34）
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             （出典 入学案内 金沢高専 2011 教育理念 Ｐ．４２） 
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（資料２－３－①－２） 

「ホームページ 教育理念」 

 

 

(出展：金沢工業高等専門学校ホームページ) 
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（資料２－３－①－３） 

 「ホームページ（新着情報）」 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

（出典 金沢工業高等専門学校ホームページ） 
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（資料２－３－①－４） 

「中学校対面説明用パワーポイント」 
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               （出典：中学校説明パワーポイント（２００９）） 
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（資料２－３－①－５） 

「ものづくりからの人間形成」 
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（出典：「私学経営」 Ｎｏ．４１３Ｐ．４－１４）
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（資料２－３－①－６） 

「産学連携による将来の工場長育成教育」 

 
                   （出典 工学教育 57-5(2009)）P.91
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（資料２－３－①－７） 

「シンポジウム資料（公示用ポスター）」 

 

  （出典 金沢高専の「産学連携による人材育成事業」シンポジウム（２００９．１２））
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〔評価〕 

中学生、中学校の先生及びその保護者を主たる対象とする入学案内を２万部作成し、県内を中 

心とした中学校訪問を行い、中学３年生全員に配布を依頼しています。これらにより、本校を理

解してほしい人々に十分行き渡っていると認識しています。 

ホームページでは、在学生、保護者、中学生、中学の先生、卒業生、企業毎にページを開設し、 

伝える情報の精査や、見せ方、表現をそれぞれ工夫し、分かりやすく伝える努力を行っています。

また、地域に対する活動（高専祭、演奏会、ボランティア）は、多年に亘る継続した取り組みと

して定着したものとなっており、地域の理解を促進する努力がなされていると考えています。 

企業に対する活動も多年に亘る継続した取り組みとして定着しており、本校との良好な関係が構

築されていると考えています。 

出版物や教育論文集への投稿、シンポジウムや成果発表会など、教育・研究活動に付随してでき

る取り組みについては、いまだ件数は少ないものの、専門家が主対象となる波及効果を期待し、

創意と工夫を重ね努力しています。 

〔改善点〕 

 本校の各種手段を活用した広報活動は、現時点における成果を見るときに妥当と判断していま

すが、資源及び時間共に制約があり、定量的な効果を把握する必要があると思っています。 

 

〔教育全般に対する評価〕 

  本校では、学園として本校と大学を一体とした「工学アカデミア」構想を掲げるとともに、

本校の教育実践目標として、「21世紀を担う、心豊かで、創造性にあふれたエンジニアの育成」を

挙げ、その実現を目指すために、５か年間にわたる教育課程や課外における５つの活動を挙げて

おり、目的は具体的かつ明確に定められています。その内容は、学校教育法第１１５に規定され

た高等専門学校一般に求められる目的から外れるものではないと考えます。 

 これらの目的は、教職員向けのイーグルブック（建学綱領や学校の実践目標等を掲載した小冊

子）、学生便覧、ウェブサイトなどに明記されており、ポスターを構内に掲示するなどして、教職

員及び学生に対して周知されています。また、ウェブサイトへ掲載するとともに、県内を中心と

した中学生に教育実践目標等を掲載した入学案内などを配布すること、複数回の対面による学校

説明会の実施等により、社会に対して広く公表されています。 

 また地域や企業に対しても本校への理解を促すべく多年にわたる継続した努力がなされていま

す。 

〔改善点〕 

 以上のとおり、学校の目的の内容、学校の構成員に対する周知の状況、及び社会への公表の状

況を総合的に判断すれば、現時点において相応であると考えていますが、限られた資源を有効に

使用するため、費用効果の観点から定量的把握を配慮することも必要と考えています。 

 


